
被　　服 〔(社)日本家政学会

I Lp-2　　　東京周辺における酸性雨の実態と被服への影響

　　　　　　　　　　共立女子大家政　○渡辺明日香　芳住邦雄

1.大気環境中に排出されたＮＯＸおよびSOaが酸化されて硝酸および硫酸が生

成するが、これらの酸性物質が雨水に溶け込んで生じる酸性雨が注目されている。
本研究では、この酸性雨の実態を調べ、その被服への影響を検討することを目的と
している。
2 .東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県および山梨県にまたがる地域の約６０地点

において、本学学生の協力を得て19 9 4年７月と1 0月に雨水を採取し、雨水試
料のPH，電導度、イオン成分の測定を行った。さらに、市販のレーヨンとポリエ
ステルの混紡地を試験布として、汗試験器を用いて白布への色うつり特性を調べた。

3 . 7月の調査では、豪雨に近い降水量の多い雨であったため、全体にPHは高め
で電導率は低めの傾向にあった。ほぼ対数正規分布での分布形が認められた。１０
月の調査では、通常の降水量の雨であったためか、PHはより低めに、電導率は高
めに分布することが認められた。両方の結果ともPHの頻度分布のピークは５と６

の間にあり、６を上回るものも少なくなかった。都市におけるアルカリ性の発生源
の存在がうかがわれた。試験布の色移り実験では、ばらつきはあるが、雨水のPH
に応じて綿白布へ色移りし、汚染することが認められた。

I Lp-3　　　季節別着衣行動の男女差について　　一実態調査より一
　　　　　　福岡教育大　　○堀　雅子　　西田真由美　　江口昌子

　【目的】ヒトは季節、環境等に応じて着衣行動を行っているが、この行動の男女差を解
明するために本研究を実施した。着衣行動を促す要因として、気温、湿度、人体生理、社
会的状況、生活環境、流行等が挙げられるが、そのなかで、男女の着衣行動の差が何に起
因するのかを明確にすべく着衣実態調査を実施し、若干の成績を得たので報告する。

　【方法】調査は福岡県に居住する健康な大学生（2～４年）、男子51名、女子51名を対
象とし、年間を通じ各季節毎に同一人について追跡調査を行った。調査時期は、1994年２
月（冬季）、４～５月（春季）、８～９月（夏季）、10～11月（秋季）で、それぞれ晴天
の日に大学構内で実施した。調査項目は、1.年齢、身長、体重および気温、湿度（屋内
外別）、2.衣服の着用目的および温冷感・快適感m内外別）、3,衣服の着用状況お
よび重量（屋内外別）である。温冷感は９段階、快適感は４段階尺度を用いた。調査結果
は季節別に集計し、男女間で比較検討を行った。
【結果】　1,屋外での単位体表面積当たりの衣服重量は、冬季・男子1159.5g/㎡,女子

920.9 g/㎡、春季・男子841.8g/nf,女子745.0g/㎡、夏季・男子464.0g/irf,女子464.

3 g/nf、秋季・男子922.7g/rrf,女子707.5g/㎡であり、冬・秋季において男子は女子よ

り有意に大である。(Pく0.05) 2,男女ともに、上衣重量は季節変fﾋｶ^大であるが、下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--衣重量は小であり、総衣服重量の季節変化は上衣に依存している
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尺度を用いた季節別男女比較では、女子は男子より冬季ではより「寒い」、夏季ではより

「暑い」と申告しており、有意差が認められる。これらについて更に検討し、報告する。
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